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ラ ッ ト出生に お け る ミ トコ ン ドリア の 変動要因

中沢 透 （放医研 ・生物），片山 滋 （岡山大 ・医 ・

産婦入科）

Mechanism 　of 　alteration 　in　 rat 　live： mitochon −

dr弖a 　dulLng　pe 【inatal　development

TOHRu 　 NAKAzAwA ，　 SHエGERU 　 KATAYAMA

　 ラ ッ ト胎仔肝 ミ トコ ン ドリ ア （Mt ）で は 呼吸調節

比 （RCR ）が低い が．出生後 に 上昇 し，ア デ ニ ソ ヌ

ク レ オ チ ド （AdN ） の 増 加 が こ れ に 並 行す る （Na ・

kazawa 　et　aL ， 1973）。　今回は RCR と AdN 結

合性 との 関連 を 胎 仔 Mt に つ い て 調べ ，また 出生前

後 の Mt の 成分変化 との 関係を 追及 した 。

　胎仔 Mt を 5mM 　ATP ＋ 5mM 　MgCl 』 で 温度 を

変えて 処理す る と． RCR と コ ハ ク 酸酸化が 温度と

と もに 上昇す る。並行 して特 に ADP の 増大 が あ り

RCR と ADP 量 に 直線的 な相関 が認 め られ る。ま

た lic −ADP の と りこ み の 活性 も処理温度 に よ る

ADP 量 の 増大 と並行す る 。 以 上 の こ と は AdN の 転

位活性 の 出現とRCR の 上 昇が 関連す る こ とを示 す，

AdN 転位 の 阻害剤 カ ル ボ キ シ ア トラ ク チ ロ シ ド

（CAT ） の 存在 で RCR は 完全 に 抑え られ るが ，こ

の と き AdN 量 は か え っ て 高い 。　 RCR 出現 の た め

に は AdN の 特異的結合 が 必要な こ とを 示す 。

一
方

コ ハク 酸酸化 は 約 20僻mQI ／min ／mg 以上 の 活性 が

ATP 量 と関 連 し，こ の ATP に 依 存 す る部分 の み

CAT で 完全 に 抑えられ る 。

’」C−ADP 結合の Scat・

chard プ ロ ッ トか ら，胎仔 Mt で AdN 転位活性

が低 い の は 特異的結合部位の 数が 成体 Mt や ATP

−Mg 処理 の もの に 比 べ て 約 1／5 で あ るた め と考 え

ら れ る e

　 以上 の よ うな膜の 機能的な変化の 機構を追及す る

た め に ，Mt の リ ソ 脂質，糖，　 RNA ，　 DNA を 胎

仔，新生仔，成体 で 比較 し た 。糖の 顕著な減少 と、

リ ボ ソ
ーム と思わ れ る RNA の 離脱が認め られ た が

機能的な変化 との 対応 は まだ 不 明で あ る 。 ま た 密 度

勾配 の パ タ ーソ か ら胎仔 Mt で は 単
一

の 構造で あ る

の に 出生後 に 2成分 に 分れ る こ と が認め られ た が，

機 能的 な意味 は まだ不明 で ある 。

高温処理 に よる 胸線細胞 エ ネル ギー代謝 の 変化

山田　武 （放医研 ・生物），大山 ハ ル ミ（同 ・障害臨

床）

Changes 　in　the　energymetabOlism 　of 　rat 　thy −

mocy 仁es 　induced 　by 　hyperthermia

TAKESHI 　 YAMADA ，　 HARUMI 　OHYAMA

　ラ ッ ト胸腺細胞は 低線量放射線照射 に よ り， 分裂

を介さな い 死 一細胞聞期死を お こ す。照射 に よ る エ

ネ ル ギ ー
代謝調節機構 の 異常 に 起因す る細胞 内 AT

P 量 の 低下が，こ の 間期死 の
一

困 である こ とを す で

に 明 らか に した （動物学雑誌80．111）。また ，照射

俵 の 温度が，そ の 発現に著 しい影響を与え る こ と も

間期死 の 特微で ある 。最近，が ん 細胞 な ど に 見られ

る 放射線増殖死 が高温処理 （hyperthermia ， 41℃〜

46℃）に よ り増強され る こ とが注目 され て い る 。 す

で に ．低温処理 （25℃ ） に よ り問期死 が抑制 され る

こ とを報告 した が．今 回 は ，こ の 高温処理 の 問期死

に 対す る 影響 を み た 。

　若 い Wistal ラ ッ トよ り 胸 腺 細 胞 Suspension

（KRP ，　 pH 　7．4，2x108 細胞／m1 ）を調製，1000R

X 線照射 した 。
つ い で． 4 時間37℃温置 し，細飽死

を エ リス ロ シ ン B に よ る分染法 に て 測 定，同 時 lc

ATP 量 を 酵素 法 で 求め た。 高温処 理 群 は ，そ の 間

照射後の 30分．43℃ に て 温置，あ と 3．5時間 は 37°C

に て 温置 した 。

　結果 は ，増殖死と異な っ て 間期死 で は ，死 の 明瞭

な抑制が高温処 理 に よ りみ られ た。同時 に ATP 量

の 低 下 も完全 に お さ え られ て い る。

　 つ い で ，高温処理 に よ る ATP 量低下抑制 の 機構

を求 め て ， zap
の 有機 リ ン 酸分画 へ の と りこ み か ら

ATP 合成能の 高温処 理 に よ る変動を み た とこ ろ ，

ATP 合成能は 高温処理 に よ り著し く高め られ，照

射に よ る 低下 は 完全 に な くな る こ とが わ か っ た。こ

の 結果 か ら，高温処理 に よ り， ATP 合成能が 上昇

した た め ， ATP レ ベ ル が 正 常 に 維持 され ．嗣 期死

の 発現 が 抑え られた と，一
応，説明で きた 。
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